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令和6年度 第2回大垣市男女共同参画推進審議会 議事録 

 

令和6年11月28日（木）午後2時から、令和6年度第2回大垣市男女共同参画推進審議会を

大垣市スイトピアセンター学習館6階 かがやき活動室6-1において開催した。その内容は

次のとおりである。 

 

１ 次第 

 ⑴ 議題 

 大垣市男（人）と女（ひと）にかがやきまちづくり表彰被表彰者の選考について 

 ⑵ 報告事項 

  大垣市第五次男女共同参画プラン令和6年度における主な事業の実施状況について 

 

２ 出欠席の状況 

 ⑴ 出席委員（12人） 

山 田 武 司  会 長    茂 木 七 香  副会長 

進   俊 彦  委 員    伊 藤 桃 子  委 員 

大 橋 奈麻輝  委 員    服 部 淑 子  委 員 

山 田 治 美  委 員    杉 江 俊 文  委 員 

木 村 幸 雄  委 員    石 井 久美子  委 員 

小 野 八千代  委 員    石 丸 智 之  委 員 

 ⑵ 代理出席（1人） 

辻   健 夫（吉﨑 広明 委員の代理） 

 ⑶ 欠席委員（2人） 

天 野 暁 子  委 員、原   丈 衛  委 員 

 ⑷ 事務局出席者（4人） 

   市民活動部長       渋 谷   敏 

   男女共同参画推進室 室長 牧 岡 さつき 

   男女共同参画推進室 主幹 小 泉 佳 彦 

   男女共同参画推進室 主事 細 野 未 有 

 

（開会 午後2時00分） 

事務局 ※欠席者の報告及び出席者が過半数に達しているため会議成立の報告 

※行政の意思形成過程にあるものとして、非公開審議を報告 

※市民活動部長からあいさつ 
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※以下の進行は、議長である会長に依頼 

会長 ・はじめに、本日の議事録署名者は、杉江委員と石井委員にお願いします。 

・議題「大垣市男と女のかがやきまちづくり表彰被表彰者の選考につい

て」事務局より説明をお願いします。 

・部門ごとに応募があったため、最初に個人及び団体の部について事務局

から説明をお願いします。 

 

事務局 ＜「議題 大垣市男と女のかがやきまちづくり表彰被表彰者の選考につい

て」個人及び団体の部を説明＞ 

 

会長 ・ご意見ご質問等ありましたら、お願いします。 

・金森様は看護師としての経験を活かし、起業する女性たちへの支援に尽

力されており、説明の通り功績も顕著で申し分ないと考えております。

感想やご意見などございましたら、お願いいたします。 

 

委員 ＜意見無し＞ 

 

会長 ・特にご意見がないようですので、当審議会といたしまして、個人及び団

体の部は、金森律子様を選考することでよろしいでしょうか。 

 

委員 ＜一同同意＞ 

 

会長 ・ありがとうございます。皆様にご承認いただきました。 

・次に、事業者の部について説明をお願いいたします。 

 

事務局 ＜「議題 大垣市男と女のかがやきまちづくり表彰被表彰者の選考につい

て」事業者の部を説明＞ 

 

会長 ・事業者の説明が終わりましたので、まず、栄光堂ホールディングスの方

からご意見・ご質問をお願いいたします。 

・栄光堂ホールディングスの説明を聞いて、女性の積極的な登用や、育児

休業後の職場復帰支援など、先進的な取り組みをされていることがよく

分かりました。他の企業と比べて、特徴的な取り組みなどがございまし

たら、どなたかお話しいただけますでしょうか。 
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委員 ・管理職に占める女性の割合が33.3％というのは、驚異的な数字だと思い

ます。また、役員における女性比率16.7％も非常に高い水準です。一般

的に、女性が管理職になることは容易ではありません。 

・私たちの小売業の現場では、特にその傾向が顕著です。家庭と育児の両

立が難しい状況に加え、パート従業員が多いという業態の特性から、正

社員の女性でも出産を機に育児休暇を取得した後、パート職員へ転換し

てしまうケースが多く見られます。そのため、管理職への昇進が困難な

状況となっています。さらに、女性管理職へのサポート体制も十分とは

言えません。これは一般企業でも同様の課題があると考えられます。 

・夫婦で家事・育児を分担する傾向にはありますが、依然として女性の方

が仕事を休みやすい立場にあります。そのため、女性自身がキャリアア

ップを諦めてしまうケースも少なくありません。このような社会体制が

十分に整備されていない現状を考えると、冒頭の数字は本当に素晴らし

い成果だと感じます。 

 

会長 ・ありがとうございます。栄光堂ホールディングスではしっかりとサポー

トする体制を整えており、その結果として多くの方が管理職として活躍

されているという事実は、大変素晴らしい取り組みだと感じました。ほ

かに、いかがでしょうか。 

 

委員 ・事務局に質問です。もともと女性の比率が高い職場ということですが、

従業員数が42人の会社の中で男女の比率はどれくらいか確認されてみ

えますか。 

 

事務局 ・女性25人、男性16人です。ヒアリング時と応募時とで若干従業員の数が

変わっております。女性は過半数以上です。 

 

委員 ・42人の全体数のうち、女性の正社員の人数と割合について、教えてくだ

さい。活動内容自体は問題ありませんが、来年度以降の説明の際には、

これらの数値を冒頭で示していただきたい。私は以前、別の機会にも同

様の質問をさせていただいたことがあります。 

 

事務局 ・25人女性で、うち8割が正社員というふうに聞いております。 
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会長 ・それでは、次に、医療法人和光会、社会福祉法人和光会で、2つの法人

はグループ企業として応募という形になります。和光会グループに関し

まして、ご意見、ご質問等がありましたらお願いします。 

 

委員 ・和光会グループは、非常に優れた社会福祉法人であり、岐阜の方で山田

病院を経営されてみえて、ほかに老人保健施設など、歴史ある施設を多

数運営されています。 

・方向性について、いくつか検討すべき点があります。まず、和光会グル

ープは、岐阜を主な活動拠点としており、大垣での活動は令和5年から

の開始と比較的新しいものです。介護保険分野においては、1、2年とい

う期間で、この法人の地域に根差した介護活動をどのように評価するか

という課題があります。 

・また、フランチャイズ的な運営形態という点と、この活動年数で表彰に

値するかどうかという点について、検討が必要だと考えられます。和光

会グループは、素晴らしい活動を展開されており、SDGsの取り組みにつ

いても、ホームページで定期的に情報を発信するなど、本体事業も含め

てすばらしい活動を展開されています。ただし、フランチャイズ的な活

動形態と、比較的短い活動期間での評価については、さらなる検討が必

要ではないかと考えます。 

 

会長 ・活動自体は、岐阜がメインであるということと、この大垣にある事業所

がフランチャイズ的な活動形態であること、あと、年数ですね。大垣の

事業所は、短い年数の事業体であるいとう意見をいただきましたが、評

価するには重要な部分かと思います。 

 

委員 ・多角経営のひとつで、クリニックと訪問看護を運営されてみえて、岐阜

地域で実績のある訪問看護事業を、大垣でも新たに着手されたようで

す。 

 

委員 ・私は、この内容を最初に拝見したとき、岐阜が中心となっているという

印象を強く受けました。特に気になったのは、取り組み概要にある「生

涯を通じて働ける環境」についての記述です。そこでは施設内託児所が

2か所開設されると書かれていますが、これが大垣市内に限定された2か

所なのか、それとも岐阜全体で2か所なのかが不明確です。 
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事務局 ・大垣市の事業所における取り組みを確認したところ、女性の活躍推進や

子育て支援については、グループ全体として取り組んでおり、大垣市内

事業所では、単独に取り組まれていないことが分かりました。 

・ご指摘の通り、託児所は岐阜にあるため、大垣の従業員が育児支援を必

要とする場合は、岐阜への異動で対応するなど、グループ全体で柔軟な

人事異動を行っているとのことでした。 

・そのため事務局としては、大垣市内の事業所における顕著な取り組みや

独自の取り組みは見られないことから、市としての表彰は難しいのでは

ないかと考えておりましたが、公募による応募でもあり、審議会での検

討事項として取り上げさせていただくことにいたしました。 

 

会長 ・委員の皆様から、やはり岐阜がメインというところが、意見として出て

きておりますが、この点をどう大垣市として表彰していくのかという点

において非常に大事な点ですので、ご意見をお願いします。 

 

委員 ・3点お尋ねします。1点目、例年事業者の部では、1社を選考するという

事ですか。 

・2点目、先ほどお話がありましたが、大垣市内の事業所における職員数

について、具体的な数字があれば、組織の影響力を理解する上で参考に

なります。 

・3点目、各認証の取得に関する経緯についてですが、法人としての取得

なのでしょうか。各事業者は和光会に所属しながらも、それぞれが独立

した経営を行っているという認識でよろしいでしょうか。 

 

事務局 ・被表彰者の数は、1社と決まっているわけではありません。複数もあり

得ます。 

・各事業所は、和光会に所属ではなく、大企業の中のひとつの部局または

部署が大垣市内にあるというような考え方かと思います。したがって、

大垣から岐阜の方へ異動することも配置転換でございますので、大垣市

の事業所独自ということではないと思います。 

 

委員 ・ということは、この認証を受けたときの、取り組みの基準みたいなもの

があると思いますが、大垣の事業所もすべて基準に則っているというこ

とですか。基準にあっているという認識でいいでしょうか。 
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事務局 ・大垣市の事業所独自という数字はいただけなかったので、やはり、グル

ープ全体としての管理職数とか育休取得数の人数や割合とかの数値が

列挙されているという理解をしております。 

 

会長 ・この事業者グループ全体としては、表彰に値する優れた活動を展開して

いると評価できます。しかし、事務局からの指摘にもあったように、大

垣市の事業者として限定して評価をした場合の妥当性について、皆様に

ご審議いただく必要があります。 

・現状として、大垣市には3つの事業所が存在していますが、これらの事

業所で独自の取り組みが行われているわけではありません。大垣市内の

事業所では特筆すべき独自の取り組みが見られないため、大垣市の事業

所として表彰すべきかどうかが検討課題となってきます。 

 

委員 ・和光会グループという組織の活動内容は、取り組み概要として記載され

ています。現在、大垣市内に3つの事業所があり、これらの事業所が申

請書に記載された通りの活動を自分たちで回せているのであれば、市内

事業所の存在という表彰要件を満たしていることになります。 

・これらの事業所で申請内容に沿った活動が適切に運営できているので

あれば、本社が市外の企業であっても問題ないのではないかと考えま

す。現在の3事業所の取り組み内容については、皆様も異論はないよう

に感じますので、大垣の事業所での活動実績を確認した上で表彰を決定

することが適切だと思います。 

 

会長 ・大垣市内の3つの事業所が、取り組み概要に記載されている内容を実施

しているかどうかについて補足説明があればお願いします。 

 

事務局 ・大垣の方では、託児、企業内保育所等の託児は行っておりません。また、

女性管理職の人数など大垣の事業所独自の数値は、得ておりません。 

・本社が岐阜市にあり大垣市に事業所を持つというパターンでの応募は、

この表彰制度開始以降、初めてのケースでした。和光会は、大垣市内に

事業所があることから、表彰要件は満たしており、審査対象から除外す

ることはできないと判断し、選考に含めることにいたしました。 

・事務局では、大垣市内の3つの事業所について、管理職の状況や育児休

業制度、託児施設などの詳細を確認しました。しかし、これらの取り組
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みは全て企業全体として実施しているものであり、大垣市の事業所に特

徴的な取り組みは見当たりませんでした。 

・このような状況から、大垣市の事業所において特筆すべき取り組みがあ

るかと問われますと、残念ながら否定的な評価にならざるを得ないとい

うのが事務局としての考えです。 

 

会長 ・大垣市内での顕著な取り組みは、やはり無いということですね。グルー

プ全体の活動実績はありましたが、育児休暇の取得率は100％を達成し

ており、これは大垣の事業所でも同様の実績があると思われます。また、

男性の育児休暇取得率も76.9％と高水準を維持しています。一方、女性

管理職の割合については、グループ全体の数値として報告されており、

大垣市内3つの事業所それぞれの詳細な内訳については明らかにされま

せんでした。これらに関連してご意見をお願いします。 

 

委員 ・最近、父親の育児休業取得が本当に増えてきていることを実感していま

す。しかし、男性の育休取得率が76.9％というのは非常に高い数値です。

もし3事業所で平均的に7～8割の取得率があれば、それは顕著な成果と

言えるのではないかと考えていましたが、実際にはそうではないという

ことが分かりました。 

・気になる点として、育休の取得期間についてです。大垣市の大企業では、

私たちの施設を利用されている方の中にも1年間の育休を取得している

方が時々いらっしゃいます。ただし、最も多いのは半年程度の取得期間

です。一方で、10日間や数週間という短期間の取得も見受けられます。

この取得率は一見すごく見えますが、実際の日数で見るとどの程度なの

か、分かれば教えていただきたいと思います。 

 

事務局 ・概ね2週間から2か月くらいと聞いております。 

・ただ、数年前までは、男性の育児休業取得率は、20％前後だったので、

ここ1年間で76.9％まで上げてきたようです。取り組み状況を確認した

ところ、会社内で、ウェルビーイング推進室を設けて、管理職には、育

休取得促進の動画を見ることを義務付けるなどして、徹底的に会社をあ

げて育休取得の理解と促進に取り組んできたようです。その効果があっ

たのではないかと思っております。 
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委員 ・私の見立てでは、これら3つの事業所を合わせても、職員数は10人に満

たないと考えられます。一番上の事業所は、訪問系のドクターと看護師

のみで構成されており、人数は少数と思われます。次の訪問看護事業所

は、看護師の女性が管理職を務めています。この事業は必須であり、そ

の他の職員も2、3名程度ではないかと思われます。最後のケアサポート

も訪問系で、365日24時間体制で運営していますが、職員数はそれほど

多くありません。 

・これらはすべて訪問系の事業所であり、固定の施設を構えて運営してい

るわけではありません。重要なポイントとして、表彰対象となるべきは

大垣に根付いて3年から5年程度の実績がある事業所ではないかと私は

考えました。 

 

会長 ・3事業所で約10人という規模は、非常に貴重な意見です。特に医療系の

職場においては、主体が看護師となっています。男性看護師も在籍して

いますが、女性が多数を占める職場環境です。この10人という数を検討

する際、男女の比率や管理職の割合を考慮すると、大垣市として適切な

対象となるかどうかの判断が必要です。 

・事務局からの説明にあったように、男性の育児休業取得率が20％台から

76％まで上昇したことは、取り組みに力を入れている証といえます。た

だし、現状では対象の大部分が岐阜の施設に所属しており、実質的には

岐阜の病院施設の男性職員が大半を占めていることが分かりました。 

 

委員 ・趣旨や表彰対象について詳しい説明をいただき、特に数値に関する部分

がよく理解できました。ただし、このような場で細かい数値、例えば活

動年数や女性比率、男性の育休取得率などについて詳しく議論すること

は、かえってマイナスになる可能性があると考えます。 

・例えば、金森さんの件では、令和2年頃から非常に活発な活動を展開さ

れていますが、単純に活動年数だけで判断すると、その素晴らしい取り

組みが正当に評価されない恐れがあります。 

・また、和光会は、平成時代から様々な認定を受けているとのことですが、

長年の実績を持つ大企業が自薦してきた場合、企業規模による有利不利

が生じる恐れもあります。 

・そのため、今後は表彰対象の詳細な基準について、事前に明確な線引き

を設定しておく必要があると考えます。これにより、審議会での議論が

単なる数値比較に終始することなく、実質的な取り組みを適切に評価で
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きるようになります。また、事務局が企業訪問の際に確認すべき項目を

統一することで、より公平な評価が可能になります。 

・事前に明確な基準を設けておくことが望ましいと思います。 

 

会長 ・今後、市の方で検討してください。 

 

委員 ・募集の際には、事業所の母体が大垣市内にあることを明確に記載すべき

だと考えます。母体は大垣市に存在することが重要です。今回は応募者

が自薦で参加されたと思われますが、今後の募集においては、様々な形

式を検討する必要があります。 

・ただし、大垣市に小規模な事業所が一つあるだけで、他の地域に大きな

事業所を持つような場合の扱いについては、慎重に検討する必要があり

ます。事業所の規模は5人から10人程度の小規模なものから、大規模な

ものまで様々ですが、応募基準を明確にする必要があります。 

・法人の代表者は大垣市外の方であり、事業所の母体も市外にあり、大垣

市内には小規模な事業所があるだけという状況を考慮すると、募集基準

があいまいではないかと感じます。他の委員の意見を踏まえても、この

案件は基準から外れるのではないかと考えます。 

 

事務局 ・法人の場合は様々な悩ましい点があります。今回のこの事業所の件は規

模が小さいかもしれませんが、例えば、本社は大垣市外にあっても、大

垣市内に十分な規模の事業所を構えている場合があります。そのような

事業所が単独で表彰に値する活動をしている場合、私どもとしては大垣

の事業所として選考させていただくことも可能だと考えています。 

・現状の表彰要項もそうしたケースを想定していたと思います。しかし、

今回は冒頭で申し上げた通り、初めてのケースとして、グループ企業一

括で自薦という形で応募がありましたので、このような議論になってい

るものと思われます。本来であれば、岐阜市に本社があったとしても、

大垣市に一定規模の事業所があり、そこで同様の活動を行っているので

あれば、当然、選考の対象になり得ると考えています。 

・選考基準をどのように設定するべきか、この件については、今後の宿題

として考えさせていただきたいと思っております。 

 

委員 ・事務局の話に共感します。今回の件は、実績の内容自体が、グループ全

体で、中身がみえてこない。しかし、本部機能が市外でも、独自の活動
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と一定の基準を満たしていれば、頑張っている大垣の事業所を、市とし

て表彰してあげるべきだと思います。 

 

会長 ・全国展開する法人もある中で、大垣の事業所がどういう活動をしている

かを中心に考えるべきとの意見でした。今後も、様々なケースが出てく

ると思います。 

 

委員 ・和光会の大垣の事業所については、従業員数が限られているため、託児

所や学童保育施設の設置は現実的ではありません。しかしながら、岐阜

の従業員と同様の労働環境を整備するために、例えば特定の施設との提

携サービスなどを活用することで、人数の多少に関わらず、グループ全

体と同等の支援を大垣の従業員にも提供できるのではないかと考えま

す。また、和光会グループが大垣市から表彰を受けた場合について考え

ますと、社員の方々がこれを聞いた際に「大垣でもしっかり取り組んで

いる。」と実感できるでしょうか。実際には、これはグループ全体での

取り組みの一環であり、会社としては確かに素晴らしい活動を展開して

いますが、大垣市が「大垣市のために特別に尽力している企業」として

表彰することについて、詳しい事情を知らない社員や関係者が見た場

合、その妥当性に疑問に感じるかもしれません。 

・これまでの議論の流れと同様に、私も現状の取り組みは大垣市に特化し

たものとは言えないと考えます。 

 

会長 ・本日は様々なご意見をいただきました。まず、事業所の母体が大垣市で

はないという点について、大垣市内には3事業所ありますが、規模が小

さく、岐阜市が主要拠点となっています。また、大垣市での活動実績が

数年程度と短いことも指摘されました。 

・これらの課題を踏まえ、本審議会では現在の表彰条件に照らし合わせ

て、再度確認を行いたいと思います。資料1ページの事業の部に記載さ

れている規定では、女性の能力活用・職域拡大への取り組み、仕事と家

庭の両立支援、セクシャルハラスメント防止への取り組みが評価基準と

なっています。 

・和光会は、グループ全体としてはこれらの基準を満たしているものの、

大垣市内の事業所では、独自の十分な取り組みが確認することができま

せん。例えば、企業内託児所を利用する場合、大垣市内では利用できず、

岐阜市の事業所への配置転換が必要となります。 
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・このような状況を考慮し、大垣市内での特別な支援体制が整っていない

と考えられることから、今回の選考は見送ることとしたいと思います

が、皆様いかがでしょうか。 

 

委員 ＜一同同意＞ 

 

会長 ・ありがとうございます。それでは、事業者の部については、栄光堂ホー

ルディングス株式会社のみを選考することでよろしいでしょうか。 

 

委員 ＜一同同意＞ 

 

会長 ・ご承認ありがとうございます。個人及び団体の部の金森律子様と事業者

の部の栄光堂ホールディングス株式会社様につきましては、審議結果を

市長へ報告し、被表彰者として決定いたします。 

・なお、表彰式は配布チラシにありますように、令和7年1月25日開催の男

女共同参画フォーラムにて執り行います。委員の皆様もぜひご出席くだ

さいますようお願いいたします。 

・以上で審議事項を終了いたします。では、続きまして報告事項になりま

す。大垣市第五次男女共同参画プラン、令和6年度における主な事業の

実施状況について事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 ＜「報告事項 大垣市第五次男女共同参画プラン 令和6年度における主

な事業の実施状況について」を説明＞ 

 

会長 ・主な事業の実施評価につきまして、資料の説明をしていただきました。

これにつきまして、ご意見ご質問がありましたらお願いいたします。 

 

委員 ＜意見なし＞ 

 

会長 ・これで議事及び報告事項がすべて終了となります。全体を通して何かご

意見等ございましたら、お願いをします。 

 

委員 ・一般的に、女性管理職の数が少なく、ロールモデルとなる人材が不足し

ています。さらに、管理職として活躍している数少ない女性たちが、家

庭と育児の両立に苦心し、必ずしも幸せに働けていない現状を目の当た
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りにする機会が多いようです。そのため、多くの女性が退職を選択した

り、正社員からパートタイム勤務へ移行したりする傾向にあります。 

・そのような状況下で、栄光堂ホールディングス株式会社の42人中25人が

女性で、その8割が正社員という実績は非常に驚くべきものです。この

優れた取り組みを単なる表彰で終わらせるのではなく、具体的な施策や

継続して働いている女性社員の声、そして会社としてどのようにしてこ

の数字を維持しているのかという詳細を共有していただきたいと考え

ています。 

・このような成功事例を他社と共有することで、それぞれの企業が自社の

状況に応じて取り入れることができ、結果として女性の活躍推進につな

がるのではないかと思います。 

 

委員 ・前回、男性の学級担任から育児休暇の希望があり、代替教員の確保に苦

慮している件について報告させていただきましたが、その後の経過をお

伝えいたします。 

・該当の男性教員は無事に子どもが誕生し、10月中旬から育児休暇に入り

ました。代替教員については、校内で調整を行い、生徒指導主事が学級

担任を務めることになりました。我々のネットワークを活用して教員免

許所持者を探す努力を重ね、現在は順調に推移しています。 

・本校では男性教員の育児休暇取得は初めてのケースであり、保護者の反

応を懸念していました。そのため、文書での通知に加え、まずPTA本部

役員会で説明し、その後、当該クラスの学級委員の保護者代表の方々に

順次説明を行いました。 

・しかし、保護者の反応は予想以上に好意的でした。特に若い保護者から

は「今の時代は当然のこと」という理解ある声が聞かれ、温かい支援の

言葉をいただきました。生徒たちからも、担任の先生を励ますような優

しい反応を示してくれました。 

・これまで教育現場では、女性教員の育児休暇は一般的でしたが、男性教

員の取得は極めて少ない状況でした。しかし、現在は増加傾向にあり、

時代の変化を実感しています。今後の課題としては教員不足の解消が最

重要と考えていますが、今回の件については、保護者の皆様の温かい理

解に大変救われた思いです。 
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会長 ・初めての取り組みということで、周囲の反応や保護者からの評価を心配

してしまいましたが、実際に実施してみると自然な形で受け入れられ、

当然のものとして徐々に認識されてきていると感じます。 

 

・委員の皆さま、本日はどうもありがとうございました。では、これで議

事を終了し、議長の職を降りさせていただきます。 

 

事務局 ・委員の皆様には、貴重なご意見をいただき、感謝申し上げます。以上を

もちまして、令和6年度 第2回大垣市男女共同参画推進審議会を終了し

ます。 

 

（閉会時刻 午後3時15分） 

 

 


